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概要 

３次元ディスプレイアプリケーションやフリーナビゲーションを実現するためのコア技術を研究すると共に、直線カメ

ラ配置や円形カメラ配置で撮影した多視点映像から多視点奥行き画像を生成し、両者を利用して中間視点画像やフリーナ

ビゲーション画像を生成する自由視点テレビのデータフォーマット、圧縮符号化方式、画像生成方式、奥行き推定方式を

研究する。その成果を MPEGに提案し、国際標準技術にブラシアップして国際標準への採用を目指す。 

 

１．まえがき 

自由視点テレビ (Free-viewpoint TV、以下FTVと呼ぶ)

は、究極の３次元テレビ、ユーザ主導のインタラクティブ

テレビとして、その実用化に大きな期待が寄せられている。

FTV の実用化を目指し、３次元ディスプレイアプリケー

ション、及びフリーナビゲーションを実現するためのコア

技術を研究する。その成果をMPEGに提案し、日本発の

国際標準技術獲得を狙う。 

２．研究開発内容及び成果 

２.１ コア技術の研究 

FTV のコア技術として、データフォーマット、奥行き

推定方式、画像生成方式、圧縮符号化方式、カメラアレイ

の高品質キャリブレーション、高解像度自由視点画像生成、

動的シーン及び静止シーンのフリーナビゲーション技術

などを研究した。ここでは、MPEG に採用されたデータ

フォーマットについて述べる。 

MPEGの３DV (３D Video)標準化において、デフォル

トのデータフォーマットとなっているMVD (Multi-view

＋depth) フォーマットに代わる新しいデータフォーマッ

トを研究し、Global ViewとGlobal Depthから成るGVD 

(Global View and Depth)フォーマットを提案した。GVD

はMVDのmulti view、multi depthそれぞれの視点間相

関を除去したもので、MVDから図１のように導かれる。 
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図１ MVD から GVD への変換 

 

MVDデータと GVDデータの比較を図 2に示す。GVD

の left と right は、center から見えない部分のみが

residual mask で抽出されており、viewと depthのいず

れにおいても、冗長性が除去されていることが分かる。

residual mask で抽出された部分以外は平均値で埋めて

いるが、これによるデータ量の増加はほとんどない。 

GVD は MVD と同等の情報をコンパクトに表現するデ

ータフォーマットであり、データ量が少なく、処理時間が

短い利点がある。GVD には３DV 標準化で検討されてい

るいずれの圧縮方式も適用できる。 
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図２ MVD データとGVD データの比較 

 

２.２ MPEG-3DV/JCT-3V標準化活動 

研究代表者が 2007 年に数名規模で始めた３DV 標準化

活動は、2012年には参加者 120名、寄与文書数 200件以

上となる MPEG の基幹活動に発展した。2012 年 7 月の

ストックホルム会合からは、３DV の審議が、MPEG と
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ITU-T が共同で設置した Joint Collaborative Team on 

3D Video Coding Extension Development (JCT-3V) に

移行して行われている。MPEG-3DV及び JCT-3Vへの貢

献を以下に記す。 

（１）テストシーケンスの提供 

多視点テストシーケンスを作成してMPEGに提供した。

これらのテストシーケンスは国際標準化活動に用いられ

ただけでなく、大学・研究機関などが研究目的で利用する

場合にも利用を許諾しており、世界的に広く利用されてい

る。 

（２）奥行き推定レファレンスソフトウェアと画像生成レ

ファレンスソフトウェアの提供 

開発した奥行き推定と画像生成のアルゴリズムが、

MPEG 標準化の奥行き推定レファレンスソフトウェアと

画像生成レファレンスソフトウェアとして採用された。 

（３）レファレンスソフトウェアの管理 

SCOPE で採用した研究員が MPEG のソフトウェアコ

ーディネータに就任し、奥行き推定レファレンスソフトウ

ェアと画像生成レファレンスソフトウェアの管理責任者

として、重要な役割を担った。 

（４）GDVの提案と国際標準技術への採用 

本研究開発で提案したGlobal View and Depth方式と

NICTが提案したGlobal Depth and View Prediction方

式は類似点が多いので、共通の GVD (Global View and 

Depth)方式として標準化に当たることとした。GVDにつ

いて、MVDと同等の品質を少ない演算量で達成できるこ

とがコア実験により確認された。その結果、2013 年 1月

にジュネーブで開催された JCT-3V/MPEG 会合において、

GVDが国際標準技術として採用された。 

３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

MPEGでは、これまでFTVの第１フェーズとしてMVC 

(Multi-view Video Coding)の標準化、第２フェーズとして

３DVの標準化を進めてきた。研究代表者は、本研究開発

終了後、FTV の更なるアプリケーション開発を目指し、

2013年 7月 29日-8月 2日に開催されたMPEGウィーン

会合で新しい FTV標準化活動を提案した。この提案は多

くの参加者の賛同を得て承認され、MPEG は super 

multiviewと free navigationアプリケーションを対象と

する FTVの第３フェーズを開始することとなった。そし

て、この審議を担当するアドホックグループ AHG on 

FTV を設立し、研究代表者が chair に就任した。この活

動により新しい use caseの創出が期待される。 

４．むすび 
開発された技術を基に MPEG における FTV の第２フ

ェーズ標準化を先導するとともに、GVD フォーマットが

国際標準技術となったことにより、本研究開発は所期の目

標を十分に達成した。更に、本研究開発終了後には、FTV

の第３フェーズ標準化の開始にも成功し、日本及び世界の

学会と産業界に新しい活動の場を提供することができた。 
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